
福井県若狭湾エネルギー研

究センター

福井県立恐竜博物館 高校生が英語でカプニャイ大

使に質問

■ ２００９年１１月１日（日曜日）

アジア・太平洋地域の21の国・地域のエネルギー担当大臣・政府関係者が参加し、

今後のエネルギー政策について議論する本県初の大規模国際会議が、来年6月に福井市で開催されます。

陽子線がん治療など、原子力・エネルギ

ー分野における研究開発の成果を世界にア

ピールします。

本県の優れた歴史、伝統、文化、おいし

い食、恐竜などの「ふくいブランド」を発信し

ます。

次世代を担う子どもたちが、環境・エネル

ギー問題やＡＰＥＣに参加する国・地域の政

治・経済などを学ぶ機会とします。そのため

に、ＡＰＥＣ参加国の大使による、高校生を

対象とした講演会などを順次開催します。



2010年日本APECエネルギー大臣会合

福井開催推進協議会設立総会

国際エネルギー機関（ＩＥＡ）

事務局長

田中 伸男 氏

低炭素社会の実現には、省エネルギーの推進に加え、再生可能エネ

ルギーや原子力などが今後重要な役割を果たします。低炭素分野向け

の投資を増加させるとともに、省エネ技術や太陽電池、原子力など日本

の優れた技術を活用し、世界のＣＯ2削減に貢献していくべきです。

（H21.9.2 APECエネルギー大臣会合開催記念フォーラムにて）

日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）

アジア経済研究所所長

白石 隆 氏

福井県をはじめ、日本は、原子力の平和利用、安全確保の技術におい

て非常に高い競争力を持っています。それを活かして、原子力・エネルギ

ー分野において、日本がリーダーシップを発揮し、アジアにおける地域協

力をさらに進めていく必要があります。

（H21.9.2 APECエネルギー大臣会合開催記念フォーラムにて）

国際原子力機関（ＩＡＥＡ）

次期事務局長

天野 之弥 氏

福井県が進める原子力への取り組みは、ＩＡＥＡが進める原子力の平

和利用の考えと一致しています。また、原子力の平和利用は、エネルギ

ー需要や地球温暖化問題に対処する有用な手段であり、エネルギー大

臣会合の開催は、福井県が原子力の平和利用に関する先進地であるこ

とを世界中に知ってもらう良い機会です。

（H21.10.1 わかりやすい原子力国際情勢特別講演会にて）

ペルー共和国

駐日特命全権大使

ファン・カルロス・カプニャイ 氏

ＡＰＥＣ開催地は、国内外のメディアなどから注目の的になります。ペル

ーでは、2008年のＡＰＥＣ開催が大きなチャンスになりました。エネルギー

大臣会合開催は、広く福井を知ってもらう絶好のチャンスであると同時に

挑戦でもあります。受入れの準備や参加者へのおもてなしに地元が一体

となって取り組むべきです。

（H21.10.9 APECエネルギー大臣会合開催記念国際セミナーにて）

エネルギー大臣会合の成功に向け、県、関係市、経済・観光団体、環境・エネルギー団体などの地元

機関が一体となって受入れ準備を行います。

今後は、地元主催の歓迎レセプションの開催、国が行う会合運営の支援を行います。

また、嶺南地域をはじめ、県内各地で県民の皆さんと一緒に歓迎ムードを盛り上げるイベントなどを実

施していきます。

協議会の会長には西川知事、副会長は東村新一福井市長と川田達男福井県経済団体連合会会長が就任しました。

会合準備への助言をいただく特別顧問に、元外務省事務次官の谷内正太郎氏と元経済産業省事務次官の北畑隆生氏

の2名が就任しました。

この記事に関するご意見・お問い合わせは

県政策推進課APEC開催推進室 0776（20）0258　までどうぞ

http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/seiki/2010apecenerugi.html
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